




伐採面積の縮小や分散をする

ことにより、表土の流出によ

る河川の汚濁を軽減するとと

もに、下層植生の充実を図り

ます。

水源かん養機能の維持・向上を目指した森林づくり

水源かん養機能の維持・向上を目的とした森林においては、

また、

伐採面積の縮小や分散

○　伐採する年齢の長期化…木がない状態を減らす。
○　間伐のくり返し…根系や下層植生の充実を促す。

○　伐採面積の縮小や分散…表土の流出を最小限とする。

○　伐採箇所が１つの流域に集中しないようモザイク的な配置
○　尾根筋や渓流、河川、急傾斜地への保護樹帯の設定や伐採率の抑制などの取扱い

○　小面積の伐採や抜き伐り、部分的な植え込みや自然に生えた木を生かす。

などにより、
異なる年齢・高さ・針葉樹・広葉樹の混じった、
地表に草や低木が良く発達している
森林をつくります。

間伐のくり返しにより、下層植生が発達するとともに、
広葉樹の混じった森林をつくります。

に努めています。



伐区の小面積化・モザイク化

を図るとともに、流域として

の モザイク化を行います。

この場合、隣あった伐区につ

いては、おおむね１５年後に伐

採を行うなど、樹冠の閉鎖状

況に応じて伐採時期を検討し

ます。

急傾斜地や土砂崩れの恐れの

ある場所などにおいては保残

帯や保護木を配置し皆伐を控

えるなどの措置を講じます。

河川や渓流から幅概ね 25ｍ

については、渓流等への土

砂流出を抑えるため、 保護

樹帯を設けます。

流域内のモザイク的な配置

急傾斜地等への配慮

保護樹帯（保残帯）

※　森林の水源かん養機能に関する詳しい情報につきましては、
　　森林総合研究所のHP　（http://www.ffpri.affrc.go.jp/ga/morimizu/inder.html）( 森林と水の謎を解く）をご覧下さい。　
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